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栃
木
県
南
東
部
の
玄
関
口
が
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

平
成
9
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
の
「
道
の
駅
に
の
み
や
」
は
、

令
和
2
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

売
り
場
面
積
も
旧
店
舗
の
約
2
倍
と
な
り
、「
日
本
一
の
い
ち

ご
」
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
産
品
、
名
物
と
な
っ
て
い
る
「
い

ち
ご
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
や
幻
の
商
品
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
大
人
気
を
博
し
て
い
る
「
い
ち
ご
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
等

を
販
売
す
る
ス
ウ
ィ
ー
ツ
工
房
、
そ
し
て
新
た
に
焼
き
立
て
の

パ
ン
の
ベ
ー
カ
リ
ー
を
併
設
し
て
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
い
ち
ご
生
産
高
、
販
売
額
と
も
に
日
本
一
で
あ
る

真
岡
市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
、
皆
様
に
元
気
を
発
信
い
た
し

ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
は
是
非
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
株
）
二
宮
金
次
郎
商
店
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第
三
十
七
回
法
人
会
全
国
大
会
岩
手
大
会
開
催

　
～
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
～

　

第
三
十
七
回
法
人
会
全
国
大
会
が
十
月

七
日
（
木
）
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
と
全
法
連
会
館
の
二

会
場
を
中
継
で
結
び
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
に
よ
る
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
会
場
に
は
、
大
鹿
行
宏
国
税
庁
長
官

や
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
な
ど
多
数
の
来

賓
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

例
年
の
全
国
大
会
は
、
全
国
各
地
の
法

人
会
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ

れ
ま
す
が
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
、
全
国
各
地
の
会
員
企
業
の
皆
様

に
視
聴
頂
き
、
令
和
四
年
度
税
制
改

正
提
言
の
報
告
や
青
年
部
に
よ
る
租

税
教
育
活
動
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
大
会
宣
言
で
は
、
国

家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
の
重

要
性
を
訴
え
る
と
共
に
「
中
小
企
業

の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」「
事
業
承

継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」
を
中
心
と

す
る
「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

の
実
現
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
尚
、

税
制
改
正
の
提
言
書
（
全
文
）
は
、

当
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確

認
で
き
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ

ン

〇
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と
財
政
健

全
化
を
目
指
し
、
税
制
改
正
の
実
現

を
！

〇
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
で
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確

立
を
！

〇
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
残
る
。
深
刻
な

打
撃
を
受
け
る
中
小
企
業
に
、
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
！

〇
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は

重
要
な
課
題
。
本
格
的
な
事
業
承
継

税
制
の
創
設
を
！

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
を
行
っ
た

の
は
、
宮
城
県
仙
台
市
に
本
社
を
置

く
生
活
用
品
の
企
画
・
製
造
・
販
売

会
社
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
の
大
山

健
太
郎
会
長
で
す
。

　

大
山
会
長
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
会
社
の
経
営
を
行
う

「
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
経
営
」
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
一
例
と
し
て
、

大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
中
身
が
見

え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
収
納
ボ
ッ
ク

ス
の
開
発
の
き
っ
か
け
を
こ
の
よ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
急
に
衣
類
が
必

要
に
な
っ
た
時
に
、
収
納
箱
を
開
け

な
け
れ
ば
中
身
が
判
ら
ず
探
す
の
に

不
便
で
あ
る
。
そ
れ
が
単
純
な
ヒ
ン

ト
。
し
ま
う
便
利
よ
り
も
探
す
不
便

の
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
結
論

は
箱
を
開
け
な
く
て
も
透
明
に
す
れ
ば
中

身
が
見
え
て
便
利
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
る

こ
と
。
ヒ
ッ
ト
商
品
の
裏
に
は
徹
底
し
た

生
活
者
（
消
費
者
）
目
線
の
商
品
開
発
が

あ
る
と
大
山
会
長
は
明
か
し
、
そ
れ
を
続

け
て
い
け
ば
今
後
も
業
績
を
伸
ば
し
て
い

け
る
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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令
和
３
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

決
算
期
別
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
法
人
税
等
の
改
正
点
及
び
申
告
に
あ
た

り
注
意
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
、（
一
社
）
真

岡
法
人
会
と
共
催
の
決
算
期
別
説
明
会
を
下
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

記

開
催
日

時
間

会
場

令
和
３
年
11
月

５
日
（
金
）

14
：
00

〜
15
：
30

真
岡
商
工
会
議
所
第
一

中
会
議
室

真
岡
市
荒
町
１
２
０
３

説
明
内
容
：

　
・
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
・
申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

　
・
消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

説
明
者
：
真
岡
税
務
署　
法
人
課
税
部
門
担
当
官

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の

た
め
、
当
日
ご
出
席
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用

等
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
説
明
会
受
付

に
て
検
温
等
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　
真
岡
法
人
会

真
岡
税
務
署

新
規
設
立
法
人
に
対
す
る

申
告
説
明
会
の
ご
案
内

　
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
法
人
の
皆
様
が
、

法
人
税
等
の
申
告
に
あ
た
り
注
意
す
べ
き
事
項
等

に
つ
き
ま
し
て
、
一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
と

共
催
の
申
告
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

開
催
日

時
間

会
場

令
和
３
年
11
月

26
日
（
金
）

14
：
00

〜
15
：
30

真
岡
商
工
会
議
所
第
一

中
会
議
室

真
岡
市
荒
町
１
２
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の

た
め
、
当
日
ご
出
席
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用

等
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
説
明
会
受
付

に
て
検
温
等
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　
真
岡
法
人
会

真
岡
税
務
署

講師　松本恵子、吉野美砂江、黒子孝子 講師　渡邉佳子、諸伏比砂子

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本

年
度
は
６
校
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
既

に
、
３
校
開
催
し
お
り
今
回
の
亀
山
小
学

校
は
今
年
度
４
校
目
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
行
う
た
め
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

実
施
し
ま
し
た
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ

ズ
・
D
V
D
ア
ニ
メ
の
鑑
賞
な
ど
通
し

て
、
税
金
の
使
い
み
ち
や
役
割
等
を
解
り

や
す
く
説
明
し
最
後
に
実
物
と
同
じ
重

さ
・
大
き
さ
の
一
億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ

を
使
い
重
さ
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
講
師
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。

生造り
寿　司

小池　章
栃木県真岡市久下田西 1 - 3 3
TEL0285 - 7 4 - 0 8 34

（有）両　國
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知
っ
て
な
っ
と
く

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

　

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
ま

す
。
導
入
に
あ
た
り
、
事
業
者
の
方
は
登

録
申
請
等
の
準
備
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
確
認
の
意
味
で
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

一
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　

正
式
に
は
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
通
称
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
と
い
い
ま
す
。

消
費
税
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い
て
仕

入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

売
手
で
あ
る
登
録
事
業
者
は
、
買
手
で

あ
る
取
引
相
手
（
課
税
事
業
者
）
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
買
手
が
仕

入
税
額
控
除
を
受
け
る
に
は
取
引
相
手

（
売
手
）
で
あ
る
登
録
事
業
者
か
ら
交
付

を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
記
載
事
項
を
満
た

す
請
求
書
や
納
品
書
（
適
格
請
求
書
）
を

発
行
・
保
存
す
る
制
度
で
す
。

①　

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登

録
番
号

②　

取
引
年
月
日

③　

取
引
内
容
（
軽
減
税
率
対
象
の
場
合

は
そ
の
旨
の
表
記
）

④　

税
率
ご
と
に
区
分
し
た
対
価
の
合
計

額
（
税
抜
・
税
込
）
及
び
適
用
税
率

⑤　

消
費
税
額

⑥　

書
類
を
受
け
る
事
業
者
の
氏
名
又
は

名
称

二
　
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
な
る

に
は

　

適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
発
行

で
き
る
の
は
、
課
税
事
業
者
で
且
つ
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
な
る

た
め
に
は
、
所
轄
税
務
署
へ
登
録
の
申
請

を
行
い
、
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
は
登
録
番

号
が
通
知
さ
れ
ま
す
。）。

　

基
準
期
間
の
課
税
売
上
が
１
０
０
０
万

円
未
満
の
免
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
　
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

申
請
の
受
付
は

　

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3

月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
免

税
事
業
者
の
登
録
申
請
も
同
日
に
な
り
ま

す
。

（
こ
の
日
を
過
ぎ
て
申
請
す
る
場
合
に
は
、

適
格
請
求
書
は
翌
事
業
年
度
か
ら
発
行
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。）

四
　
終
わ
り
に

　

事
業
者
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
を
行
い
、
適
格
請
求
書
を
満
た

す
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
用
意
す
る
こ

と
で
、
か
な
り
の
煩
雑
さ
が
あ
り
そ
う
で

す
が
、
今
か
ら
で
も
そ
の
時
期
に
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す

（
関
東
信
越
税
理
士
会
真
岡
支
部
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㈲
大
森
組

職
場
の
花

l
tudio

M
PS

iann ng

株式会社宮田精機
製缶 ・精密板金 ・機械加工

プラント ・ 配管工事

鉄 ・ ステンレス ・ アルミ溶接

- 欲しいをかたちに -

●アイアン家具製造、 販売
オーダーメイド製作

●レーザー彫刻
薄い木材 ・ アクリル等のカット
木材 ・ アクリルへの彫刻

●ＵＶ印刷
木・ アクリル ・ 紙 ・ 人口皮革 ・ ガラス
アルミ ・ タイル等へのダイレクトカラー印刷

　

当
社
は
、
道
路
工
事
、
舗
装
工
事
、
排

水
管
工
事
な
ど
の
公
共
事
業
を
は
じ
め
、

民
間
事
業
に
お
い
て
は
、
外
構
工
事
、
土

間
工
事
な
ど
を
請
け
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
づ

く
り
や
、
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
事
務
員
と
し

て
、
会
社
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
業
務
が
日
々
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
現
場
に
出
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
、
働
き
や
す
く
居
心
地
の
良
い
会
社
だ

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
職
場
の
明

る
い
雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
事
務
所
に
は
犬
が
３
匹
常
駐
し

て
い
ま
す
。
こ
の
犬
た
ち
も
ス
タ
ッ
フ
の

癒
し
と
し
て
、
一
役
か
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
な

く
、
来
客
の

方
に
も
可
愛

が
っ
て
も
ら

え
、
そ
こ
か

ら
会
話
が
広

が
っ
た
り
と
、

当
社
の
マ
ス

コ
ッ
ト
犬
と

し
て
大
活
躍

中
で
す
。

　

お
客
さ
ま

を
は
じ
め
、

ス
タ
ッ
フ
全

員
に
安
心
感

と
笑
顔
を
提

供
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し

て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

入会者をご紹介ください

　法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、執行部を中心
に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っていますが、会員皆様におかれ
ましてもお知り合いの企業がございましたら是非ご紹介下さるようお願い致します。
紹介者には些少ですが謝礼を差し上げます。お問い合わせは、社団本部（☎0285-
83-3477）または各支部事務局までご一報いただければ大変幸甚です。

ただいま、会員増強運動実施中です！

大森 容子さん 刑部 弘子さん



第219号（7）令和3年10月29日

男
性
に
も
乳
が
ん
の
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、対
処
法
の
習
得
を

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト�

大
谷
克
弥

　

発
症
数
は
少
な
く
て
も
高
年
者
に
多
く
、

悪
質
な
ケ
ー
ス
や
似
た
病
気
も

　

男
性
の
中
高
年
者
が
飲
み
会
な
ど
で
集

ま
る
と
、
病
気
の
話
ば
か
り
に
な
る
よ
う

で
す
が
、
男
性
の
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、

ま
さ
か
と
受
け
流
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
と
聞
い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
男
性
患

者
の
闘
病
ド
ラ
マ
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
患
者
数
は
多
く
な
い
せ
い
か
現
段

階
で
は
ま
だ
、
認
知
度
の
低
い
病
気
に
ラ

ン
ク
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

女
性
は
乳
が
ん
が
、
が
ん
患
者
の
ト
ッ

プ
で
、
年
間
に
約
９
万
人
が
罹
患
し
、
約

１
万
４
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
男
性
の
発
症
は
女
性
の
１
０
０

分
の
１
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
毎
年
約
１
４
０
人
が
死
亡
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
厳
し
い
現
実
に
な
ぜ
関

心
が
薄
い
の
か
、
同
性
と
し
て
も
不
思
議

に
思
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
男
性
も
乳
が
ん
に
な
る
の
か

と
言
う
と
、
男
性
に
も
小
さ
い
な
が
ら
乳

房
、
そ
し
て
何
よ
り
も
乳
腺
が
あ
る
か
ら

で
す
。
乳
腺
に
で
き
る
が
ん
が
乳
が
ん
な

の
で
す
。
乳
房
の
小
さ
い
女
性
で
も
、
乳

が
ん
に
な
る
の
は
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
そ

れ
と
全
く
同
じ
理
屈
で
す
。

女
性
の
乳
が
ん
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性
が
乳
が
ん

に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
遺
伝
の
関
与
説
は
あ
り
、

親
族
に
乳
が
ん
の
女
性
が
い
れ
ば
発
症
し

や
す
い
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
す
。

男
性
の
症
状
も
女
性
と
変
わ
ら
ず
、
乳
房

に
堅
い
シ
コ
リ
と
乳
頭
の
陥
没
が
で
き
る

の
で
、
そ
れ
で
気
づ
く
こ
と
が
多
い
そ
う

で
す
。

　

注
意
を
要
す
る
の
は
、
発
症
年
齢
が
女

性
よ
り
10
歳
ほ
ど
高
い
60
〜
70
代
に
多
い

こ
と
。
そ
し
て
「
予
後
不
良
」
と
言
っ
て
、

治
療
後
の
経
過
が
ほ
と
ん
ど
見
通
せ
ず
、

再
発
す
る
患
者
も
か
な
り
い
ま
す
。
こ
れ

は
認
知
度
が
低
い
の
で
、
が
ん
だ
と
は
思

わ
ず
に
治
療
が
遅
れ
、
進
行
が
ん
に
な
っ

て
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
と
断

言
で
き
ま
す
。

　

問
診
や
治
療
は
女
性
と
同
じ
乳
腺
科
で

行
い
ま
す
が
、
男
性
は
恥
ず
か
し
が
っ
て

尻
込
み
を
し
て
い
る
と
、
大
事
な
早
期
発

見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
乳
房
が
膨
ら

ん
で
く
る
な
ど
胸
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、

奥
さ
ん
に
同
伴
を
頼
ん
で
で
も
、
と
に
か

く
早
急
に
乳
腺
科
に
行
く
こ
と
。
そ
れ
を

男
性
族
の
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

よ
く
間
違
え
ら
れ
る
「
女
性
化
乳
房
症
」

も
男
性
の
疾
患
の
ひ
と
つ

　

男
性
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
乳
が
ん
と
間

違
わ
れ
や
す
い
乳
房
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

病
名
は
な
ん
と
「
女
性
化
乳
房
症
」。
乳

腺
症
の
一
種
な
の
で
す
が
、
乳
房
が
女
性

の
よ
う
に
腫
れ
て
膨
ら
み
、
手
や
下
着
が

触
れ
て
も
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
原
因
は
男

性
の
体
内
に
も
存
在
す
る
、
先
述
の
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
比
率
が
高
く
な
り
、
乳
腺
組

織
が
肥
大
化
す
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
病
気
は
乳
が
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
特
徴
と
し
て
症
状
が
現
れ
る
の
は
、

12
歳
か
ら
14
歳
ぐ
ら
い
の
思
春
期
の
少
年

に
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
更

年
期
も
関
係
す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
60
〜

70
歳
の
高
年
者
に
も
か
な
り
多
く
発
症
し

て
い
ま
す
。

　

女
性
化
乳
房
症
で
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
一
時
的
に
乳
房
が
腫
れ

る
よ
う
で
、
片
方
だ
け
で
な
く
両
方
の
乳

房
が
腫
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
乳

房
全
体
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
く
、
乳

頭
の
真
下
に
シ
コ
リ
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
る
こ
と
も
多
く
、
し
ば
ら
く
す
る
と
痛

み
や
腫
れ
が
消
え
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
利
尿
剤
や
降
圧
剤
な
ど
薬

剤
の
副
作
用
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
肝

臓
疾
患
が
原
因
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
通

常
は
経
過
観
察
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
経
過
観
察
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
と
、
数
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、

肝
心
の
乳
が
ん
を
見
逃
す
こ
と
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
る
と
女
性
と
同
じ
く
外
科
手
術
、
放

【
筆
者
紹
介
】
大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）　

医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。
日
本

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。
読
売
新
聞
社
出

身
、
在
職
中
に
長
期
連
載
『
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
創
設
。

現
在
は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、
講
演
活
動
な
ど
に
従
事
。

射
線
治
療
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
な
ど
が
検
討

さ
れ
ま
す
し
、
外
科
手
術
と
な
れ
ば
男
性

の
場
合
は
乳
房
温
存
で
は
な
く
、
乳
房
切

除
が
行
わ
れ
ま
す
。
男
性
の
乳
が
ん
は
発

症
部
位
が
ほ
と
ん
ど
乳
頭
付
近
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
事
を
と
っ
て
そ
う
決
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

経
過
観
察
で
は
改
善
し
な
か
っ
た
り
、

痛
み
が
強
ま
っ
た
り
す
る
場
合
は
外
科
手

術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
乳
輪
に

沿
っ
て
乳
腺
組
織
の
み
を
切
除
し
ま
す
が
、

こ
れ
を
行
う
と
二
度
と
女
性
化
乳
房
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
に
と
っ
て

も
慎
重
を
要
す
る
判
断
に
な
り
ま
す
。

　

男
性
の
乳
が
ん
で
医
師
側
が
苦
慮
す
る

の
は
、
乳
腺
科
を
受
診
し
た
際
に
進
行
が

ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
男
性
に
は
な
ぜ
乳
が
ん
検
診
が

な
い
の
か
と
、
私
た
ち
が
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
こ
の

一
文
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

最
後
に
、
乳
が
ん
に
な
る
男
性
に
は
ど

ん
な
タ
イ
プ
が
多
い
か
を
聞
い
て
み
る
と
、

太
っ
て
い
る
人
、
喫
煙
者
は
要
注
意
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
２
つ
は
生
活
習
慣
病

の
原
因
と
し
て
も
真
っ
先
に
出
て
き
ま
す

か
ら
ね
。
そ
れ
を
念
頭
に
毎
日
を
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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株
式
会
社

Ｓ
Ｋ
Ｂ　

　
株
式
会
社

宮
田
精
機　

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
真
岡
市
久
下
田
に
工
場
を
構
え

製
缶
・
精
密
板
金
業
と
し
て
ス
テ
ン
レ
ス

や
鉄
な
ど
、
各
種
金
属
の
溶
接
加
工
を
メ

イ
ン
に
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
３
期
目
と
若
い
会
社
で
す
が
、
昭

和
58
年
に
旋
盤
加
工
業
と
し
て
先
代
が
宮

田
精
機
製
作
所
を
起
業
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
以
来
、
地
元
や
関
係
会
社
の
皆
様

に
支
え
て
頂
き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

製
造
業
と
し
て
、
食
品
加
工
工
場
等
の

生
産
設
備
の
溶
接
加
工
・
組
立
・
設
置
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
企
業
独
自
の
設
備
や

人
の
目
に
触
れ
な
い
機
械
・
器
具
の
製
作

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
対
外
的
に
弊
社
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
商
品
と
言
う
も
の
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
長
年
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、

そ
し
て
個
人
の
お
客
様
と
の
繋
が
り
を

作
る
た
め
に
、
溶
接
の
技
術
を
活
か
し

た
「
ア
イ
ア
ン
家
具
製
作
」、
所
有
し
て

い
る
「
レ
ー
ザ
ー
彫
刻
機
」
と
「
Ｕ
Ｖ
プ

リ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
製
作
の
３
部
門
を
合

わ
せ
、
２
０
２
０
年
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「M
-Planning.Studio

」
を
立
上
げ
ま
し

た
。

　

〜
欲
し
い
を
か
た
ち
に
〜
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
お
客
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商

品
を
共
に
作
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
頭
の
中
で
思
い
描
く
「
こ

ん
な
商
品
が
あ
る
と
い
い
な
」「
こ
こ
に

ピ
ッ
タ
リ
の
家
具
が
欲
し
い
な
」
を
形
に

す
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

弊
社
は
先
代
が
建
築
板
金
業
と
し
て
創

業
し
、
50
年
の
中
で
多
く
の
新
規
事
業
や

改
修
工
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２

０
１
２
年
に
法
人
化
し
、
現
在
は
事
業
内

容
も
一
般
住
宅
か
ら
店
舗
・
大
型
倉
庫
な

ど
の
屋
根
工
事
、
雨
樋
・
外
壁
工
事
、
防

水
シ
ー
ル
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
地

元
建
築
会
社
様
・
工
務
店
様
を
は
じ
め
、

様
々
な
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
様
よ
り
ご
信
頼

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
お
客
様
を
も
っ
と
近

い
立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
住
宅
の
外
装
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
弊
社
で
は
、

培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
か
ら
、
改
修
の

時
期
を
見
極
め
、
部
分
的
な
改
修
だ
け
で

は
な
く
、
外
装
一
式
サ
ポ
ー
ト
を
ご
提
案

さ
せ
て
頂
き
、
お
客
様
の
ご
予
算
に
合
わ

せ
た
工
事
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
近
年

で
は
既
存
屋
根
を
解
体
せ
ず
に
屋
根
を
施

工
す
る
「
カ
バ
ー
工
法
」
が
ご
好
評
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
私
達

が
お
客
様
に
で
き
る
事
を
常
に
考
え
、
向

き
合
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
技
術
や
安
心

安
全
を
研
究
し
続
け
て
い
く
事
、
ス
タ
ッ

フ
一
人
ひ
と
り
が
共
に
成
長
し
て
い
け
る

最
高
の
チ
ー
ム
で
あ
る
事
で
、
働
き
甲
斐

を
生
み
、
結
果
、
お
客
様
の
満
足
に
繋
が

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
持

続
可
能
な
社
会
へ
向
け
て
技
術
や
経
験
を

次
世
代
へ
紡
ぎ
安
心
し
て
過
ご
せ
る
住
宅

作
り
を
追
求
し
地
域
社
会
の
お
役
に
立
て

る
事
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。


